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Z207b ULTIMATE-Subaru: 広視野近赤外線撮像装置Wide Field Imager (WFI)
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すばる望遠鏡の次世代補償光学システムULTIMATE-Subaruは、地表層補償光学 (GLAO)により視野直径ϕ20′

にわたって、0.2′′(KS-band)の高空間分解能を実現する。Wide Field Imager (WFI)はこの広視野かつ高解像度
の天体像を 0.9–2.5µmにわたって観測する近赤外線広視野撮像装置である。
直径 ϕ20′の視野は望遠鏡焦点面において直径 60mmになり、一つの光学系でカバーするのは困難であるため、

WFIでは視野を 4分割し、4つの独立した光学系によって合計 14′ × 14′ (対角∼ 20′)の視野を観測する。各光学
系の焦点面には HAWAII-4RG-15検出器が一つずつ設置され、天体像を 0.1′′/pixelでサンプリングする。また、
それぞれの光学系には 4層のフィルタホイールが設置され、広帯域、中帯域、狭帯域の多彩なフィルタを同時に合
計 20枚ほど搭載できる。特に狭帯域フィルタ用のフィルタホイールについては、WFIの観測がない期間にフィ
ルタ交換ができるよう設計されており、観測ランに応じて搭載するフィルタセットを交換することで、様々な観
測を実施できるようになっている。
WFIの開発においては、2024年度より大型科研費 (特別推進研究)が採択され、2024年度に最終設計を実施し、

現在は最終設計レビューと調達に向けた準備を進めている。本講演ではWFIの概要と現在の開発状況、今後の開
発計画を報告する。


